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待ちたい。

2 多目的石楽器について

これまで一般的には凹石、磨若、擦石、蔽石などという名称、で呼は'tしていた石器群に対して、

1つの個体で複数の機能を有していたと考えられるものが多いことから、これらを多目的E祭器

とした。これまでは、例えば凹石に磨いたり 擦ったりした痕がある場合、これを凹石の転用

ということで処理して来たことが多い。これに対して、ここでは 1つの環器が最初からいくつ

かの機能を持つものとして用いられたと考えたのである。そのいくつかの機能を考える場合、

残された痕跡が、使用された{機能した)結果としての痕跡か これから使用するために剥離

あるいは成形された痕跡であるのかが問題となる。本石器にあヮては、主に 3種の痕跡を認め

ることができる。③二回み、⑮=ゴツゴツあるいはボツボツした面、 ツルツルした面であ

る。この中には、例えば⑧=凹みの場合、ごく痕跡程度のものと、深いもの、その中間くらい

のものとがあり、いずれも使用された結果として残った痕であると考えるのが、妥当である。

このことは、⑧、⑤でも同様である。それでは一体、これら⑧、⑧、⑥はどのような使用及び

機能の結果生じたものであろうか。ここでは、その裏付けとなるような実験などは一斉行って

おらず、その論拠が弱いという誇りはまぬがれないが、一応以下のように推論した::ゐ出回み

→モノをi鼓いた痕と思われる G この凹みが形成される場合、 1間の打撃だけで大きく剥れるこ

とはなく、それは直径 1~ 3側、深さ 1mm弱程度のことが多いようで、このような打撃がほぼ

同ーの部分にくり返しくり返し行なわれた結果、大きな凹みができる。モノの特定はむづかし

(詑 6) 

〈否定的な実験データもあるが クルミの尖った方を台石などの上で叩いたのではなかろうか。

⑮ニゴツゴツあるいはボツボツした面→モノを台石(石血)の上で潰した痕と思われる。上下

両端の痕跡は若干異なるが、両側辺の平担に近い面は有擦痕打製石器の側面に見られる状態と

非常に良く似ている。有擦痕打製石器の場合、両面から打ち欠かれた援に平担でボツボツした

面が形成されたのに対し、多目的聴器では両面からの打ち欠き痕はなく 自然面が使用の結果

このような面になったものと思われる。(Q=ツルツルの面→台石などの上でモノをスッた痕と

思わfLる。

これら⑧、⑮、⑤の痕跡のできるような使用は恐らくは片手で濯った状態での使用であろう。

石器の大きさも片手で、撮ってちょうどしっくりする程度である。このように見てくると、これ

ら⑧、⑮、⑥の痕跡はいずれも調理に関した一連の使用の結果生じたもののように思えてくる。

そして、その対象となるモノは恐らくは竪果類ではあるまいか。使用痕だけからの推論ではあ

るが、現在までの段階ではこのように考えておきたい。

3 弥生時代の土靖について

S K 06、02、21去の弥生時代の土j慣が発見されている。両者は約90m離れており、その東側を



大1171遺跡

除く周囲からは他の弥生時代の遺構、遺物は検出されなか勺た。 2 は、その1m、目、::1-.
器の出土状況に差異はあるものの 平由形が円7f~で、それぞれ完形あるいはほぼ完形の L~ 出方、

1個ずつ出土するという点では共通している。つまリ、 SK06は直径1.5mの円形を51-し、その

r~1 :1 史部のj司J.j~lllから完 1むの笈形土器が~黄↑到しの治れた状態で出土した。また S K021止、従約0.75

111のドjIbで、 Jじじから l台{寸)鉢!日土器が横倒しのJIヨで出土した。両土l震はIi&.底i自jとも I!)J

あるが、踏みかためられたょっな!モさではなく、埋土は人為的に組められた状況を主し

ている。このような弥生時代の土践は、これまで県内では発見された例がない。青森県では
(ft主8) {~t9) [~Jl l) ì 

鉄II遺跡、垂柳遺跡、司i良聖子遺跡などに顎fl.:I，する土頭が見られる。しかしながら、それらの遺跡

で発見されている士績は、楕円形が主体である c 字鉄II遺跡ではその中から

勾玉、小玉、石器などが出土し、ベニガラの分布も認められ、土墳墓として把えられている。

本遺跡、の土績はどのような性格の遺構と考えるべきなのであろうかり 結かに現在までのところ、

人骨、ベニガラ、 どの検出はなく、某とする要円二は{j;J:]たされていない。し

かしながら、遺構の在り )J、土器の出土状況などからして、 これら SK郎、 O?二五:二官は

慕壌である可能性が強いとしておきたい。なお、土l震の時期は、その出土土器から SK06は、

中期後葉の田舎館式期の後半、 SK02は二枚橋式~宇鉄II式其Tj前後と忠われ令。

4 弥生式土器について

遺跡のほほ全域にわたって、大湯軽石層下の第 4層時褐色土から弥生時代の造物が出土して

いる。これらの土器は概観するに、弥生時代中期から後期に瓦っているが、その量最;、器樟とも

に少な〈、断片片a的なものでで、ある【 ここでで、(は土 それらの器形、文様など治かミら おおよその1I叫le時L守寺j5l党却期)リjを

求めてみたし

6臼1図2訂1 、 23 、 24は鉢形、あるいは台付鉢形土器である。突起:1犬のゆるい波状口~:求、無文の芸員

部、腕部上半の結節沈線文などから、中期前葉の砂沢式~二枚様式期に属するものと足、われる。

61図26、SK02出土土器、 60図5~10は鉢形土器あるいは設形土器である。口縁部に施され

た縦{立の刻目、結節沈線文、 j皮;1犬工字文などから中期中葉の二枚僑式~宇鉄II式期に入るもの

と思われる。

61図27、28、SK06出土土器、 60図2、3は設71ヲ土器である。服部上半の肩部が明瞭でなく

口頭部が外反する器形、刺突列と鋸歯文のモチーフなどから中期後半の田舎館 2 ・3群式期に

初当するものであろう。

61 図的、 60図13~19は響形土器あるい

くずれた形の工字文、それに円形文、

る。文様帯の上・下を限る交互利突文、

連撃文などから、 は後期jの天王山系統の土

器群と思われ、大きな意味での小坂式に入るものであろう。

61 図30~ 旬、 62図33~51は口頭部がそれほど外反しな あるいは内傾して太くや


